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（事務局使用欄：Official Use）
大強度陽子加速器施設（J-PARC）
物質・生命科学実験施設 課題申請書（優先課題）
Application form for experiments at MLF (Priority Use Proposals)

J-PARCセンター長
申請日: dd/mm/yyyy
□　J-PARCセンターの[約款]を承諾し、以下のとおり課題を申請いたします。
(*) マークは入力必須項目です。
1) 実験申請者情報
E-mail (*)	：
氏名 (*)	：
所属機関・部局/部署 (*)	：
職位 (*)	：
住所 (*)	：
電話 (*)	：

2) 基本情報
i)	実験課題名
	日本語 (*)
	

	English (*)
	



ii)	希望ビームライン（実験装置）と所要日数 (*)
	Beamline
BLXX

	Beamtime
dd　日（days）



※ビームラインを複数使用する必要がある場合は上記枠内に複数記入してください。

iii)	課題の新規／継続／再応募の選択 (*)
□　新規　　□　継続　　□　再応募


3) 共同実験者 (複数名入力) [ Collaborator(s) ]
	No
	氏 名 Name (*)
	所 属 Affiliation (*)

	
	職 位 Job title (*)
	E-mail (*)

	1
	
	

	
	
	

	2
	
	

	
	
	

	3
	
	

	
	
	

	4
	
	

	
	
	

	5
	
	

	
	
	

	6
	
	

	
	
	

	7
	
	

	
	
	

	8
	
	

	
	
	

	9
	
	

	
	
	

	10
	
	

	
	
	


2024B優先課題 様式

2026A　優先課題書式


1

2

4) 研究計画
以下の指示に従い、作成すること。
[1] 研究計画(i～iv)のページ数はA4サイズで上限5ページ程度としてください。[2] 12 ptのフォントを使ってください。[3] テンプレート中のインストラクションは削除せず、残したままにしてください。

i) 保有する外部資金に関する情報
[外部資金名称]
[外部資金の実施期間]
[外部資金の課題名]
[外部資金の課題代表者氏名]
[外部資金の課題代表者所属]
[外部資金の課題における本課題申請者の役割]
[本課題申請者が受けている資金の配算額]

ⅱ) 本課題の目的
本項目には、主に「外部資金申請書の研究目的及び研究計画に当たる部分」のコピーに記載がない事項を記述してください。
[1] 短期的目的（本申請期における目的を具体的に述べてください。その際、先行研究や予備実験等のデータを参照しながら、本課題の実験でさらに何をどこまで明らかするのかを述べてください。継続課題の場合は、これまでにMLFで実施した課題の結果を示しながら、本課題の違いを明確に述べてください。）
[2] 当該装置を必要とする理由
[3] 他の課題との関係（本課題に関連する課題を他のMLF装置にも申請する場合、また、長期課題に申請している場合は、本課題と他課題の目的等の違いを明確に述べてください。）
[1] 短期的目的
　


[2] 当該装置を必要とする理由
　


[3] 他の課題との関係
　


ⅲ) 実験・解析方法
[1] 実験内容（前述の目的を達成するための実験内容（測定条件、測定手順等）を具体的に述べてください。試料が結晶の場合は、試料の結晶学的情報（空間群、格子定数）を述べてください。）
[2] 解析方法（測定データを解析する方法、モデル等を述べてください。さらに、得られる解析結果（格子定数の変化、励起エネルギーの変化、膜厚の変化、組成分布の変化等）についても予想可能な範囲で述べ、どのような知見が得られるのかを示してください。）
※同位体ラベリング等の特殊な実験を行う場合は、その実験条件や解析方法等も詳細に述べてください。
※実験上で予想される困難（試料作成、試料環境、先端的手法におけるデータ解析、分解能の影響、バックグラウンド対策等）については、その対策を具体的に述べてください。）
[3] 再申請課題の場合は、過去に申請した課題の分科会等の指摘を踏まえて本課題に行った改善点を記載してください。
[4] 相談した装置担当者（本課題の申請内容について事前に装置担当者に利用相談をした場合は、その担当者名を記してください。）
装置担当者一覧 https://mlfinfo.jp/ja/beamlines.html
[1] 実験内容
　


[2] 解析方法
　

[3] 再申請の場合のみ記載：前回の分科会等からのコメントを受けて反映、改善した点
　


[4] 相談した装置担当者
　


iv) 希望する利用時間と算出根拠
[例]
・1(時間/試料/温度)×12(試料)×5(温度)＋6時間(温度変化)＋6時間(バックグラウンド測定・試料交換等に要する時間)＝72時間
・時分割測定として3(時間/試料/温度)×2(試料)×5(温度)＝30時間。各終状態について統計を貯めたデータを測定するために0.5(時間/試料/温度)×2(試料) ×5(温度)＝5時間。これにバックグラウンド測定・試料交換等に要する時間(1時間)を加え、合計36時間を希望。












----ここまでを上限5ページ程度で記載してください----

●課題申請の傾向、トレンドを調査するため以下の設問にお答えください。
v) キーワード
・本課題の内容を端的に表すキーワードを最大五つまで示してください。


vi) 連携利用施設
・MLFでは、今回申請されたMLF装置と他の量子ビーム施設や大型コンピューターとを連携して利用する課題の調査を行っています。今回申請されたMLF装置以外で、本課題に関連する実験や計算を他の大型実験施設やスーパーコンピュータ等を利用して行う計画がある場合、その施設名、ビームライン番号あるいは装置名を記載してください。（今回申請されたMLF装置は記載しないでください）
[1] 連携利用施設（複数選択可）
※（　）内にビームライン名/装置名を記入してください。

中性子:	□JRR-3（　　）, □ANSTO（　　）, □SNS（　　）, □ISIS-Neutron（　　）
ミュオン:	□PSI（　　）, □TRIUMF（　　）, □ISIS-Muon（　　）
放射光:	□SPring-8（　　）, □Photon Factory（　　）, □ESRF（　　）, □APS（　　）
スーパーコンピュータ: □富岳
□上記以外の施設（                             ）



vii) これまでにMLFで採択された課題と本申請との関連



viii) 当該研究グループによる本申請に関連した成果リスト（MLFを用いた成果については*を付けること）


5) 以下の設問で対象ビームラインに該当する課題は、測定に必要な諸条件（エネルギー（波長）、測定する運動量-エネルギー（Q-E）範囲、分解能温度や圧力などの周辺環境条件）を記述してください。実験装置の仕様範囲にあるか判断するために使用します。

i) 散乱実験で希望するQ（又はd）領域又はイメージング実験で希望する空間分解能［単位を付けること］
[bookmark: bookmark39]

ii)非弾性散乱実験で希望するE領域か入射エネルギー又はエネルギー弁別イメージング実験で希望するエネルギー（又は波長）［単位と分解能を付けること］
[bookmark: bookmark40]

iii) 実験条件
□ 温度：　 K - 　K
□ 圧力：　Pa - 　Pa
□ 磁場：最大 　T
□ ガス：（使用ガス名）
□ 危険性：（化学反応等）

iv) 試料又は持ち込み機器の準備状況等
準備状況：□ いつでも実験可、□ 現在作成中（＊月までに準備可能）
放射化　：□ なし、□ 放射線同位体、□ 放射化物
格子パラメーターと空間群（結晶構造解析の場合、分かる範囲で単位を付けて記述すること）：


特記事項：


[試料]（複数記述可）
物質名：
化学式（組成も記入すること。略称不可。）：
測定時の物理的形態：
寸法及び重量（単位を付けること。）
個数：
混合物（不純物）（Cr, Hg, In, Mn, Sc, Ta, Tb, Tm, Vのいずれか）は含まれますか？：Yes / No
試料容器を使用しますか？：Yes / No
（Yesの場合）使用する試料セルの種類：バナジウム管／アルミ管／石英セル（キャピラリー、板、円筒状等）／高圧セル／その他（　　　　　　）

［持ち込み機器］
準備状況：□ 機器の持込みはなし、□ いつでも実験可、□ 現在作成中（＊月までに準備可能）
放射化　：□ なし、□ 放射線同位体、□ 放射化物
特記事項：




申請書送付先：j_proposal@ml.j-parc.jp　（添付ファイルは10 MB以下にしてください）
提出書類：・本申請書
・保有する外部資金申請書の研究目的と研究計画に当たる部分のコピー
2
